
1 設計図（構造図）がない場合、指標値1.10倍に割り増しますか。 割り増しは考慮しません。

2 既存コンクリート調査は、協会一括発注との説明を頂きましたが ①現地にて、壁仕上げの状況、電気配線類の状況を

診断技術者の作業内容をご指示下さい。 確認し、コア抜き位置を提案。（原則手摺壁不可）

確認を受けた上で、所有者の同意を得る。

③調査当日は、診断技術者等が完了まで立ち会う。

3 構造図がある建物で、コンクリート調査許可・同意が得られない 管理技術者・担当技術者に状況説明を行い、

場合は、図面がない場合の取り扱いと同様に、同意が得られる コア採取困難と判断された場合は下記による。

まで、協議を続けるのでしょうか。 ①構造図記載設計基準強度を採用。

②設計年度による推定強度を採用。

ただし、報告書に採用理由を明記する。

4 コンクリートコア採取　各階１本以上かつ建物全体３本以上 各階の診断採用強度は下式を採用して下さい。

の場合の診断採用強度は、どのように決定すればよろしい σB＝min（ロットの推定強度、階の値、設計基準強度）

ですか。 ロット＝３本以上

5 設計図書（構造図）が建物所有者に保管されていない場合

設計者等が図面の原図（コピー）を保管している可能性が

あるかもしれませんが、建物所有者から設計者、施工者、

建物管理者に問い合わせをしていただく、お願いは必要

ですか。お願いする場合は、依頼書を発行しますか。

6 構造図がある場合でも、伏図・軸組図の復元は必要ですか。 既存設計図書では正確に表現されていないことが

多いので、現地調査結果に基づき伏図・軸組図を

新たに作成したうえで、これらに基づき診断を行う。

（軸組図：内法高さ、開口寸法、壁長、耐震壁等記載）

②調査計画書を作成し、管理技術者・担当技術者に提出し、

依頼文章は出しませんが、診断技術者は、電話連絡及び

④既存コンクリートコア抜き作業の留意事項を別紙に示します。

別紙「耐震診断業務　現地調査の進め方」を参照してください。

現地調査の際、必ず所有者に再確認してください。
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No. 質問事項 回答・検討結果



7 塔屋が第１次診断ＮＧで安全性が確認されなかった場合 第１次診断がＮＧの場合は、第２次診断まで行って

塔屋診断終了してよろしいですか。 下さい。

8 設計図書が存在する建物のおいて、耐火被覆や所有者の 溶接部の強度やＦ値の設定において安全側の仮定

要請等で鉄骨接合部等の調査が行えない場合は、 にて診断を行う。仮定した柱・梁接合部や柱脚及び

図面がない場合の取り扱いと同様に、同意が得られる ブレース接合部の詳細を実態調査シートにまとめ、

まで、協議を続けるのでしょうか。 補強計画時に現地調査を行った際に、診断時の

仮定と実態との差異が容易に確認できるようにする。

安全側の仮定の設定であること。補強計画までには

詳細な調査を実施し、必要に応じて診断診断結果

を見直す必要があることを報告書に明記し、所有者

に十分な説明を行う。

9 ９月２４日説明会　資料２ 書式データをホームページに一括開示いたします。

概要書、目次、チェックリスト、議事録ですが

協会ホームページに掲載されていない書式、または

書式が異なっております。

データのご提示をお願いします。
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No. 質問事項 回答・検討結果



10 ＲＣ造図面有　　コンクリート強度確認の際、小径（75Φ）を採用 小径の採用を可としますが、報告書に明示して下さい。

しても良いでしょうか。 （コンクリートコア抜きは協会が専門業者に委託します。

位置等の打合せは診断技術者が事前に行って下さい。

11 図面と部材配置が同じかどうか確認し、ピンを差す

ありますか。 等により部材サイズを確認して下さい。

UT調査は行わず、仕口部はすみ肉溶接として下さい。

隅肉サイズ、継手、ダイアフラム等が確認出来ない

設定条件は報告書に明記して下さい。

12 木造のチェックリストはありませんか。 木造は概要書の記載内容、目次例を参考に報告書を

構成して下さい。

13 不同沈下の確認はどのようにしたら良いでしょうか。 レベル計測を行い、沈下状況を確認して下さい。

1階床スラブ、腰壁等の状況から沈下の有無が判断

出来る場合は写真を添付し、調査報告して下さい。

14 鉄骨造については不要です。

15 Ｓ造のUT調査を行うかどうかは、どのように判断しますか。 突合せ溶接と思われる溶接部についてはUT調査を

実施して下さい。それ以外は隅肉溶接として扱って

下さい。

Ｓ造図面有　耐火被覆がある場合の調査内容はどの程度行う必要が

場合は診断技術者が安全側となる仮定条件を設定して下さい。

Ｓ造の場合、基礎・基礎梁のコンクリート強度確認は必要ですか。
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16 コンクリート圧縮強度試験は公的機関に限定されますか。

ついては、協会が専門業者に委託する中に含みます。

その中では、圧縮試験は公的機関で実施します。

17 図面のない鉄骨造の物件について

①図面の無い非木造の調査内容は現地確認を行い、

隅肉溶接の場合は超音波検査無しとの事でしたが、

図面が無く溶接部が不明の場合には天井や仕上げ材を撤去して、と協議を行い決定して下さい。

※１１，１５　回答参照

解釈で良いですか？

内装材の撤去・復旧については、調査計画書を作成し、

別に定める「現地調査の進め方」を参照してください。

③平面図、立面図、配置図を作成して下さい。

作成して下さい。

配置図は建物位置が判る程度ものを作成して下さい。

矩計図は求めません。

②構造関係は調査して各図面作成をしますが、意匠図は以下のどこまで

作成する必要がありますか？（配置図・平面図・立面図・断面図・矩計図）　 立面図より形状が判別出来ないと思われる場合は断面図を

方針で良いですか？その時の撤去・復旧は協会手配の業者でしょうか？

管理技術者、担当技術者、診断技術者（予備調査者含む）

なお、内装材の撤去復旧については、個々の事務所で手配

また、施主にはそれによる天井や仕上げ材の撤去復旧のお願いをする

仕口確認しその結果で突合せ溶接の場合には超音波検査を行うという

所有者に説明してください。なお、進め方については、

今回の業務におけるコンクリートコア抜き及び圧縮強度試験に
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①説明会の話では図面で突合せ溶接の場合には超音波検査を行い

する場合を除き、各支部で選定した業者を紹介します。



③基礎、基礎梁の調査は行わないため、診断技術者が

18 図面のない鉄筋コンクリート造について

③基礎・地中梁・柱脚は目視確認が出来ない場合、掘削等での

目視確認では無く条件の一番悪くなる推定で診断を進めて良いですか？

（ブレース構造の建物ですが、柱脚はピン、独立基礎、地中梁無しの

設定で、浮上り耐力はかなり低い推定での診断結果にはなってしましますが・・・）

①今回は2次診断までですので、大梁のB×Dは確認・入力致
しますが、主筋の本数・径、STPのﾋﾟｯﾁ・径の鉄筋確認はｺﾝﾝｸ
ﾘｰﾄ斫り・確認が高所作業で、天井等もあると思われ、また、居
住者・使用者への騒音・粉塵等問題が生じることから、鉄筋確
認は非常に難しいかと思われます。
よって、大梁はB×D形状寸法の確認のみで、鉄筋確認は省略
とさせて頂けないでしょうか。
その場合、第二種構造要素がある場合の検討は、梁のせん断
伝達能力QBの算定が難しいため、柱軸力は残存軸耐力Nrとの
比較にとどめ、梁による周辺部材への軸力伝達の検討は省略
させていただきますがよろしいでしょうか。

調査内容等を踏まえて安全側となる仮定条件を設定して下さい。

設定条件は報告書に明記して下さい。

①大梁配筋調査は不要です。第二種構造要素の判定
において大梁のせん断伝達検討は行う事が出来ません
ので、その旨を報告書に明記して下さい。
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